
１
次
試
験
日
　
９
月
24
日
（
消

防
局
職
員
は
翌
25
日
に
身
体
適

性
検
査
有
り
）

試
験
会
場

市
立
高
志
高
校

試
験
内
容

市
職
員
の
一
般
事

務
と
消
防
局
職
員
（
消
防
吏
員
）

は
筆
記
試
験
（
教
養
）
と
適
性

検
査
。
そ
の
ほ
か
の
職
種
は
筆

記
試
験
（
教
養
・
専
門
）
と
適

性
検
査

申
込
期
間

９
月
４
日
ま
で
の

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
※
郵

送
の
場
合
は
９
月
４
日
の
消
印

有
効

試
験
案
内
・
申
込
用
紙

市
職

員
は
人
事
課
（
市
役
所
本
館
４

階
）
と
地
区
事
務
所
で
、
消
防

局
職
員
は
消
防
局
総
務
課
で
差

し
上
げ
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
返

信
用
の
長
形
３
号
封
筒
（
あ
て

先
を
記
入
し
80
円
切
手
を
張

る
）
を
同
封
し
、
封
筒
に
「
○

○
（
職
種
）
・
試
験
案
内
請
求
」

と
明
記
し
、
各
申
し
込
み
先
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
職
員
は
〒
９
５
１
・
８
５
５

０
人
事
課
（
�
２
２
８
・
１
０

０
０
）
、
消
防
局
職
員
は
東
大

畑
通
１
・
６
４
３
・
２
消
防
局
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
市 民 病 院…241－5151
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932

市 立 急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター…283－3030

急 患 診 療 �急 患 診 療 �

市の人口 〈７月末現在〉

人　口　489,477人 （-15）

男　　237,205人 （+9）

女　　252,272人 （-24）

世帯数　188,323 （+141）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

総
務
課
（
�
２
２
３
・
３
１
９

１
）
※
「
水
道
局
職
員
」
採
用

試
験
は
市
職
員
の
各
職
種
の
試

験
に
統
合
し
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
水
道
局
職
員
と
し
て
の
個

別
の
採
用
試
験
は
行
い
ま
せ
ん

自
分
た
ち
の
手
で
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
�
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
運
動
市
民
の
会
�

で
は
、
関
屋
浜
で
海
岸
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。

海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
浜

辺
に
は
、
と
て
も
多
く
の
ご
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
の
美
し
い
海
岸
を
み
ん

な
の
手
で
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
２
日
午
後
２
時
か

ら
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所

西
海
岸
公
園
自
由

広
場
・
お
城
の
す
べ
り
台
前

※
軍
手
、
ご
み
袋
、
ご
み
ば
さ

み
な
ど
の
用
具
は
用
意
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

同
会
事
務
局
（
清

掃
課
内
�
内
線
２
７
５
４
）
へ

現
在
信
濃
川
に
架
か
っ
て
い

る
３
代
目
の
万
代
橋
は
、
昭
和

４
年
の
完
成
以
来
70
年
余
り
、

市
民
生
活
を
支
え
る
大
動
脈
と

し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
６
連
の
ア
ー
チ
の
美

し
い
姿
、
昭
和
39
年
の
新
潟
地

震
に
も
耐
え
た
力
強
さ
は
、
市

民
の
誇
り
と
も
な
っ
て
お
り
、

市
民
に
よ
る
「
万
代
橋
を
愛
す

る
会
（
仮
称
）
」
が
発
足
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
な

ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

万
代
橋
協
議
会
は
、
市
民
と本市のシンボル万代橋

市
民
団
体
の
代
表
、
学
識
経
験
者
、
関
係
す
る
行
政
機
関
な
ど
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た

「
万
代
橋
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
17
日
に
第
１
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
本

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
万
代
橋
の
価
値
を
継
承
し
て
い
く
方
法
や
、
万
代
橋
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。地

域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
身

近
な
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

「
市
政
懇
談
会
」
が
関
屋
地
区

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
「
万
代

橋
の
歴
史
的
価
値
の
継
承
」「
万

代
橋
周
辺
の
景
観
の
保
全
や
創

出
」
「
万
代
橋
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
を
考
え
て
い

こ
う
と
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第
１
回
会
議
で
は
、
文
化
庁

文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員

を
務
め
て
い
る
、
新
潟
大
学
工

学
部
の
大
熊
孝
教
授
が
委
員
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
「
歴
史
的
土

木
構
造
物
で
あ
り
、
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
る
の
に
値
す

る
」
「
指
定
に
向
け
て
市
民
で

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
「
信
濃
川
を
見
な
が
ら
ゆ

っ
た
り
と
歩
け
る
橋
に
」
「
景

観
に
配
慮
し
て
、
景
観
と
調
和

し
た
看
板
を
」
「
万
代
橋
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
の
整
備
を
」
―
―

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

ま
た
「
優
れ
た
技
術
者
が
か

か
わ
っ
た
、
土
木
工
学
上
素
晴

ら
し
い
橋
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
て
欲
し
い
」
「
架
橋
当
時

の
秘
話
、
こ
ぼ
れ
話
な
ど
が
知

り
た
い
」
と
、
「
記
念
館
の
設

置
」
や
「
万
代
橋
の
歴
史
を
掘

り
下
げ
た
本
の
発
行
」
な
ど
を

求
め
る
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

今
回
提
言
さ
れ
た
意
見
を
踏

ま
え
、
２
回
目
以
降
具
体
的
な

協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

街
づ
く
り
推
進

課
（
�
内
線
２
８
２
７
）
、
都
市

総
務
室
（
�
内
線
３
５
４
１
）
へ

地
区
で
選
ん
だ
議
題
の
ほ

か
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
自
由

に
発
言
し
て
い
た
だ
く
時
間
も

あ
り
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

９
月
８
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

会
場

関
屋
地
区
公
民
館

対
象

関
屋
地
区
在
住
の
人

市
側
出
席
者

市
長
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

※
懇
談
会
当
日
は
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

本
市
に
神
楽
や
甚
句
、
太
鼓

な
ど
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
々

に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
は
ぐ
く
ま

れ
て
き
た
伝
統
芸
能
が
数
多
く

あ
る
よ
う
に
、
黒
埼
町
に
も
た

く
さ
ん
の
郷
土
芸
能
が
代
々
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
黒
埼
町

の
無
形
文
化
財
第
１
号
と
し
て

指
定
さ
れ
た
「
木
場
の
棒
踊
り
」

が
あ
り
ま
す
。

慶
長
３
年
（
１
５
８
９
）
に

上
杉
氏
が
越
後
か
ら
会
津
に
国

替
え
に
な
り
、
そ
の
出
城
で
あ

っ
た
木
場
城
が
廃
城
と
な
っ
た

際
、
往
時
の
勇
壮
さ
を
残
そ
う

と
踊
り
の
中
に
武
道
の
形
を
託

し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

男
性
だ
け
の
踊
り
で
、
２
人

棒
、
３
人
棒
、
４
人
棒
の
３
種

類
が
あ
り
、
名
前
の
通
り
身
の

丈
ほ
ど
の
棒
を
使
い
ま
す
。
昭

和
20
年
代
こ
ろ
ま
で
は
、
農
家

の
長
男
だ
け
が
踊
れ
る
も
の
で
、

権
威
と
格
式
の
あ
る
踊
り
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

「
踊
り
は
難
し
い
で
す
が
、

見
て
楽
し
ん
で
く
れ
る
人
が
い

れ
ば
、
踊
っ
て
い
る
ほ
う
も
楽

し
く
踊
れ
る
ん
で
す
よ
」
と
語

る
の
は
、
黒
埼
町
郷
土
芸
能
保

存
会
木
場
支
部
長
の
山
際
浩
さ

ん
（
53
）
。
同
保
存
会
は
昭
和

36
年
に
発
足
し
、
現
在
は
４
つ

の
支
部
か
ら
成
り
、
会
員
数
は

約
70
人
で
す
。
そ
の
う
ち
約
半

数
近
く
が
木
場
支
部
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
地
元
の
祭
で
は
、

棒
踊
り
の
ほ
か
に
も
、
手
お
ど

り
、
花
笠
お
ど
り
、
獅
子
舞
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
芸
能
を
披

露
し
ま
す
。

今
で
は
伝
承
者
の
途
絶
え
た

郷
土
芸
能
を
復
活
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
「
い
ろ
い
ろ

な
人
に
聞
い
た
り
、
資
料
を
探

し
た
り
大
変
で
す
が
、
や
り
が

い
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
山
際

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

区分

〈消防局職員〉

上
　
級

中
　
級

初
　
級

職　種

助産婦

保育士

司書

看護婦
（士）

診療放射
線 技 師

臨床工学
技 　 士

歯　科
衛生士

一般事務

土　木

受　　験　　資　　格
昭和45年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　助産婦免許取得者
イ　平成13年に行われる助産婦国家試験により免許を取得する見込　

みの人
昭和51年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　保育士（保母）資格取得者
イ　平成13年３月31日までに保育士資格を取得する見込みの人
昭和49年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　図書館法で規定する司書資格取得者
イ　平成13年３月31日までに司書資格を取得する見込みの人
昭和45年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　看護婦（士）免許取得者
イ　平成13年に行われる看護婦（士）国家試験により免許を取得す

る見込みの人
昭和45年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　診療放射線技師免許取得者
イ　平成13年に行われる診療放射線技師国家試験により免許を取
得する見込みの人

昭和45年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　臨床工学技士免許取得者
イ　平成13年に行われる臨床工学技士国家試験により免許を取得
する見込みの人

昭和45年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかに該当する人
ア　歯科衛生士免許取得者
イ　平成13年に行われる歯科衛生士国家試験により免許を取得す
る見込みの人

昭和54年４月２日から昭和58年４月１日までに生まれた人
昭和54年４月２日から昭和58年４月１日までに生まれた人で、土木
に関する専門課程を履修した人

〈市職員〉

区分

初
級

職　種

消防吏員

受　　験　　資　　格

昭和54年４月２日から昭和58年４月１日までに生まれた人

に い が た 市 民 文 学
応募締切日 ９月18日（当日消印有効）
問い合わせ 文化振興課（�内線2154）へ
�作品募集
種目 小説、詩、短歌、俳句、川柳、児
童文学、随筆、コント
賞（副賞） 文学賞（賞金３万円）、奨
励賞（図書券5,000円分）、佳作（図書
券2,000円分） ※入賞・入選作品は
「にいがた市民文学」第３号に収録
応募資格 市民および本市に通勤・通学
している人
応募要項 市役所本館・分館案内、公民
館で配布しています
�挿絵募集
「にいがた市民文学」第３号の各種目の
巻頭などに掲載する挿絵を募集します。
規格 Ａ４判以内　※商業誌などで未発
表の作品、ひとり２点以内

市
・
県
民
税
（
第
２
期
）
納
期
限
は
８
月
31
日

納
付
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

納
税
課
（
�
内
線
２
３
５
４
）
へ


